
令和 3 年度 水道事業 経営比較分析表 

 

 経営比較分析表（総務省の指導により平成 26 年度決算から全自治体において

公表）に用いられる「経営及び施設の状況を表す経営指標」を活用し、本市に

おける経営指標の経年比較や中核市との比較を行います。 

  

（１）経常収支比率  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）累積欠損金比率  

 

 

 

 

 

 

 

 

経常収支比率は、当該年度において、給水収益や一般会計からの繰入金等

の収益で、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度賄えているか、経常損

益を表す指標であり、単年度の収支が黒字であることを示す 100％以上とな

っていることが必要です。 

【算出式】            経常収益 

                 経常費用 

本市の経常収支比率は、令和３

年度に中宮浄水場更新事業を開

始したことに伴い浄水施設等の修

繕を抑制したことや高金利企業債

の元利均等償還が進んだことによ

る 支 払 利 息 の 減 少 な ど に よ り 、

130％を超える結果となりました。 

今後は、円安やエネルギー資源

の値上げによる電気料金等の動力

費や各種経費の増加を見込んで

おり、経常収支比率の低下が予測

されます。 

経常収支比率(%)＝ ×100 

累積欠損金比率は、営業収益に対する累積欠損金（営業活動により生じた

損失で、前年度からの繰越利益剰余金等でも補てんすることができず、複数

年度にわたって累積した欠損金）の状況を表す指標であり、累積欠損金が発

生していないことを示す 0％であることが求められます。 

【算出式】              当年度未処理欠損金 

                営業収益 － 受託工事収益 

本市では、これまで累積欠損金は発生していません。 

累積欠損金比率(%)＝ ×100 
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（３）流動比率（支払能力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）企業債残高対給水収益比率（債務残高） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流動比率は、短期的な債務に対する支払能力を表す指標であり、1 年以内

に支払うべき債務に対して支払うことができる現金などがある状況を示す

100％以上であることが必要です。 

 【算出式】          流動資産 

                流動負債 

本市の流動比率は、300％を

超えることから債務に対する支

払能力を確保している状況で

す。しかし、将来的には給水収

益の減少や各種諸経費及び起

債発行額の増加に伴う元利償

還額の増加が見込まれるため

低下が予測されます。 

流動比率(%)＝ ×100 

企業債残高対給水収益比率は、給水収益に対する企業債残高の割合であり、

企業債残高の規模を表す指標であり、この比率が高い場合は、投資規模は適

切か、料金水準は適切かといった分析を行い、必要な経営改善を図っていく

必要があります。 

【算出式】            企業債現在高合計 

                  給水収益 

本市の企業債残高対給水収益

比率は、中核市より高くなっていま

す。その要因としては企業債残高

が中核市の約 1.03 倍である一

方、給水収益は約 0.81 倍であるこ

とが挙げられます。今後、更新事

業の進捗に伴い資金需要は拡大

しますが、建設改良積立金等の

内部留保資金を活用し企業債を

抑制します。 

企業債残高対 

給水収益比率(%) 
×100 ＝ 

29 30 1 2 3

枚方市 208.86 247.47 252.17 277.22 347.16

中核市平均 317.69 316.04 296.51 293.01 310.44
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③流動比率（％）

29 30 1 2 3

枚方市 354.10 347.20 348.31 352.66 338.34

中核市平均 285.76 279.61 273.69 283.57 273.02
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（５）料金回収率  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）給水原価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

料金回収率は、給水に係る費用がどの程度給水収益で賄えているかを表す

指標であり、料金回収率が 100％を下回っている場合、給水に係る費用が給

水収益以外の収入で賄われていることを示します。 

【算出式】             供給単価 

                  給水原価 

本市の料金回収率は、100％を

上回っています。 

これは、料金水準が中核市に比

べて大幅に低いことから供給単価

が低くなっているものの、給水原価

はさらに低くなっていることが要因で

す 

料金回収率(%)＝ ×100 

本市の給水原価については、中

核市と比較しても、低い値となって

います。 

これは、耐用年数が経過した施

設等が多く減価償却費が低くなっ

ていることや、高金利な企業債の元

利均等償還が進んだことによる支

払利息の減少などが要因と考えら

れます。 

給水原価は、有収水量 1 ㎥あたりについて、どれだけの費用がかかってい

るかを表す指標です。 

【算出式】   

 

                    年間総有収水量 

給水原価(円)＝ 

経常費用－（受託工事費＋材料及び不用品売却原価

＋付帯事業費）－ 長期前受金戻入 

 

29 30 1 2 3

枚方市 122.12 119.23 121.94 115.43 127.50

中核市平均 111.30 111.14 109.25 107.29 109.73
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29 30 1 2 3

枚方市 112.12 114.79 111.64 110.73 106.97

中核市平均 152.25 152.37 154.91 150.20 152.55
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（７）施設利用率  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）有収率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設利用率は、一日配水能力に対する一日平均配水量の割合であり、施設

の利用状況や適正規模を判断する指標です。 

【算出式】           一日平均配水量 

                一日配水能力 
施設利用率(%)＝ ×100 

本市の有収率は、中核市と比べ

て高い水準で推移しています。 

有収率は、施設の稼動が収益につながっているかを判断する指標であり、

100％に近ければ近いほど施設の稼動状況が収益に反映されていると言えま

す。 

【算出式】             年間総有収水量 

                  年間総配水量 
有収率(%)＝ ×100 

本市の施設利用率は、中核市と

比べて低い値となっていますが、分

母となる一日配水能力に大阪広域

水道企業団の受水量（上限）が含

まれていることが要因です。 

参考値として本市の浄水場のみ

で算出した数値を併記しています

が、高い値で推移していることか

ら、効率的な運用が出来ていると考

えています。 

29 30 1 2 3

枚方市 92.59 92.67 92.37 92.81 93.49

中核市平均 91.29 91.29 91.23 91.55 91.79
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⑧有収率（％）



（９）有形固定資産減価償却率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）管路経年化率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の有形固定資産減価償却

率は、中核市を下回っているもの

の、分母より分子の伸びが大きくな

っています。 

このため、数値は年々増加して

おり、施設の老朽化が進行している

状況となっています。 

 

有形固定資産減価償却率は、有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却

がどの程度進んでいるかを表す指標で、資産の老朽化度合いを示しています。 

【算出式】           

有形固定資産減価償却累計額 

           有形固定資産のうち、償却対象資産の帳簿原価 

有形固定資産 

減価償却率(%) 
×100 ＝ 

本市の管路経年化率について

は、中核市を上回り、年々増加して

います。法定耐用年数は、一律 40

年に設定され、この年数は、管路が

老朽化し、使用できなくなる年数と

は異るため、アセットマネジメント手

法を導入し、厚生労働省の「実使

用年数に基づく更新基準の設定

例」を基に更新基準年数を設定し

ています。 

管路経年化率は、法定耐用年数を超えた管路延長の割合を表した指標で、

管路の老朽化度合いを示しています。 

【算出式】           

法定耐用年数を経過した管路延長 

                  管路延長 
管路経年化率(%) ×100 ＝ 

29 30 1 2 3

枚方市 46.91 47.88 48.34 49.61 50.19

中核市平均 49.65 50.59 50.95 51.55 52.03
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①有形固定資産減価償却率（％）

29 30 1 2 3

枚方市 24.39 24.99 25.98 26.76 27.98

中核市平均 19.36 20.98 22.81 24.26 26.22
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②管路経年化率



（１１）管路更新率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管路更新につきましては平成 30

年度に策定した「枚方市水道施設

整備基本計画」に基づき、破損した

場合に社会的な影響が大きい大口

径管路や国道などの緊急交通路に

埋設された管路の更新事業を優先

的に進めており、工事期間や費用

も小口径管路より必要なことから更

新延長距離が伸びない原因となっ

ています。 

管路更新率は、当該年度に更新した管路延長の割合を表す指標で、管路の

更新ペースや状況を把握することができます。 

【算出式】           

当該年度に更新した管路延長 

                  管路延長 
管路更新率(%) ×100 ＝ 

29 30 1 2 3

枚方市 1.35 0.65 0.95 0.59 0.67

中核市平均 0.76 0.72 0.75 0.77 0.73
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③管路更新率


